
ル
の
順
守
や
通
学
路
の
安
全
確
保
、

交
通
安
全
教
育
等
、
子
ど
も
に
対
す

る
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
区
民
の

安
心
・
安
全
な
自
転
車
の
利
活
用
を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。　
　

鉄
道
網
の
強
化
等
に
つ
い
て

　

地
下
鉄
８
号
線
延
伸
等
の
実
現
に

向
け
、
周
辺
自
治
体
と
の
促
進
協
議

会
の
開
催
や
調
査
研
究
を
行
っ
て
き

た
。
今
後
も
関
係
自
治
体
が
協
調
し
、

沿
線
開
発
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
通
じ
て
地
域
の
機
運
醸
成
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
及
び
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
混
雑
対
策
に

つ
い
て
は
、
都
や
関
係
事
業
者
へ
の

要
望
活
動
を
継
続
す
る
と
共
に
、
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
延
伸
や
利
便

性
向
上
に
向
け
関
係
自
治
体
と
の
協

力
体
制
強
化
や
協
働
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
課
題
解
決
に

向
け
て
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
調
査

研
究
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究

を
進
め
て
き
た
。

保
育
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
い
て

　

足
立
区
の
保
育
所
等
に
お
け
る
年

度
当
初
の
待
機
児
童
は
概
ね
解
消
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
今
後
も
地
域
を

細
分
化
し
た
詳
細
な
分
析
を
継
続
し

て
行
い
、
希
望
す
る
保
育
施
設
へ
入

所
で
き
る
よ
う
計
画
的
な
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
非
常

に
不
安
定
で
予
測
が
困
難
な
保
育
ニ
ー

ズ
の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
、
施
策

へ
反
映
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

教
育
・
保
育
の
質
の
向
上
に
つ
い
て

　

区
内
の
ど
の
教
育
・
保
育
施
設
に

お
い
て
も
、
一
定
レ
ベ
ル
の
充
実
し

た
教
育
・
保
育
の
質
を
確
保
で
き
る

よ
う
、
私
立
保
育
施
設
の
保
育
士
確

保
・
定
着
に
向
け
た
経
済
支
援
や
施

設
等
の
適
正
運
営
に
向
け
た
対
策
の

拡
充
・
強
化
が
必
要
で
あ
る
。　
　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て

　

新
規
開
設
や
受
入
数
の
拡
大
等
を

行
っ
た
が
、
今
年
度
の
学
童
保
育
室

入
室
申
請
件
数
は
受
入
可
能
数
を
上

回
っ
た
。
今
後
も
、
地
区
ご
と
の
ニ
ー

ズ
を
見
極
め
な
が
ら
、
適
切
な
施
設

の
整
備
・
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
及
び
若
年
者
支

援
に
つ
い
て

　

若
者
の
意
見
を
区
政
へ
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ア
ダ
チ
若

者
会
議
」
を
昨
年
度
か
ら
設
置
し
た
。

若
者
か
ら
直
接
聴
い
た
意
見
を
今
年

度
中
に
策
定
予
定
の
こ
ど
も
計
画
に

活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
若

者
の
意
見
を
自
ら
が
実
現
で
き
る
よ

う
、
更
な
る
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

妊
産
婦
支
援
に
つ
い
て

　

区
は
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実

を
目
的
に
、
今
年
度
か
ら
助
産
師
に

よ
る
訪
問
型
産
後
ケ
ア
事
業
や
約
４

千
世
帯
へ
の
家
庭
訪
問
事
業
を
開
始

す
る
。
今
後
も
各
事
業
の
実
施
機
関

の
数
や
利
用
日
数

の
拡
大
等
、
支
援

体
制
の
更
な
る
充

実
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
望
む
人
が
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
喜
び
が
実
感
で

き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
調
査
研

究
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。　

　

本
特
別
委
員
会
は
、
災
害
対
策
及

び
オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
）
対
策

等
に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て
き

た
。

災
害
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

　

区
は
、
新
た
に
防
災
戦
略
課
を
設

立
し
、
備
蓄
食
料
品
の
３
日
分
へ
の

増
備
蓄
を
進
め
て
い
る
が
、
備
蓄
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
や
備
蓄
倉
庫
の
浸
水

深
等
、
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
実

情
に
応
じ
た
個
別
避
難
計
画
の
作
成

支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も

計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
と
共
に
、

新
た
な
避
難
先
の
拡
充
等
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

　

都
が
公
表
し
た
首
都
直
下
型
地
震

の
新
た
な
被
害
想
定
を
受
け
、
大
地

震
に
対
す
る
備
え
を
一
層
強
化
し
て

き
た
。
能
登
半
島
地
震
や
防
災
会
議

で
挙
が
っ
た
調
査
内
容
、
帰
宅
困
難

者
等
の
対
策
を
地

域
防
災
計
画
に
加

え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て

　

区
は
、
計
画
の
新
規
策
定
や
見
直

し
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
等
を
支
援
し
て
い
る
。
住
民
の
安

全
な
避
難
や
地
域
の
防
災
力
向
上
の

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
策
定
支
援
の
継
続
を
要
望
す
る
。

放
射
能
対
策
に
つ
い
て

　

区
有
施
設
の
放
射
性
物
質
埋
設
箇

所
の
公
表
や
線
量
の
再
測
定
を
実
施

し
、
保
健
医
療
活
動
等
の
内
容
を
充

実
さ
せ
て
地
域
防
災
計
画
に
反
映
し

た
。
今
後
も
区
民
の
安
心
・
安
全
に

向
け
た
情
報
発
信
が
求
め
ら
れ
る
。

オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
）
対
策
に

つ
い
て

　

国
へ
の
要
請
活
動
等
が
実
を
結
び
、

本
年
３
月
、
公
安
審
査
委
員
会
に
よ

る
５
度
目
の
再
発
防
止
処
分
が
決
定

さ
れ
た
。
ま
た
、
本
年
２
月
に
は
「
足

立
区
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
風
化
防
止

啓
発
推
進
条
例
」
を
制
定
し
た
。
今

後
も
区
民
・
区
議
会
・
区
が
一
丸
と

な
り
、
毅
然
と
し
た
姿
勢
で
臨
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　

　

本
特
別
委
員
会
は
、
災
害
・
減
災

対
策
、
オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
）

対
策
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
調
査

研
究
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　　

本
特
別
委
員
会
は
、
エ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
の
推
進
等
に
関
す
る
調
査
研
究

を
進
め
て
き
た
。

各
地
域
の
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

　

綾
瀬
・
北
綾
瀬
エ
リ
ア
で
は
、
旧

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等
跡
地

活
用
の
地
元
へ
の
丁
寧
な
説
明
と
共

に
、
地
元
か
ら
の
要
望
を
把
握
し
、

地
域
に
喜
ば
れ
る
施
設
の
設
置
を
要

望
す
る
。
今
後
は
、
綾
瀬
・
北
綾
瀬

ゾ
ー
ン
が
連
携
し
た
回
遊
性
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
要
望
す
る
。

　

花
畑
エ
リ
ア
で
は
、
更
な
る
に
ぎ

わ
い
創
出
や
地
域
の
特
徴
を
踏
ま
え

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

と
共
に
、
積
極
的

な
大
学
連
携
や
新

規
事
業
の
実
施
を

求
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

六
町
エ
リ
ア
で
は
、
駅
前
区
有
地

活
用
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必

要
と
な
っ
た
が
、
地
域
住
民
へ
の
丁

寧
な
説
明
を
行
い
、
子
育
て
安
心
・

文
化
の
ま
ち
を
生
か
し
た
エ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
の
推
進
を
要
望
す
る
。

　

江
北
エ
リ
ア
で
は
、
「
す
こ
や
か

プ
ラ
ザ　

あ
だ
ち
」
が
開
設
、
上
沼

田
東
公
園
が
改
装
し
、
高
野
小
学
校

跡
地
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
開
設
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
周
辺
環
境
整

備
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。 　

西
新
井
・
梅
島
エ
リ
ア
で
は
、
西

新
井
駅
周
辺
施
設
等
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
東
西
通
行
機
能
の
向
上
等
、

早
期
改
善
を
求
め
る
と
共
に
、
梅
田

八
丁
目
複
合
施
設
の
整
備
等
、
ま
ち

づ
く
り
の
機
運
醸
成
を
要
望
す
る
。

　

竹
の
塚
エ
リ
ア
で
は
、
「
人
が
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
地
域
住
民
の
意
見
を
中
心
に

据
え
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
等
と
協
議
を

図
り
、
安
心
・
安
全
な
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
求
め
る
。　
　

　

千
住
エ
リ
ア
で
は
、
京
成
関
屋
・

牛
田
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
、
北
千

住
駅
東
口
周
辺
の
再
開
発
の
動
き
や

千
住
大
川
端
地
区
、
千
住
大
橋
駅
周

辺
等
の
大
規
模
開
発
計
画
に
つ
い
て

現
地
視
察
を
行
い
、
委
員
の
認
識
を

深
め
た
。
今
後
も
各
地
区
の
課
題
を

整
理
し
た
計
画
の
策
定
を
要
望
す
る
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
建
設
的
な
議

論
を
よ
り
一
層
重
ね
、
調
査
研
究
を

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
総
合

交
通
対
策
調
査
特
別
委
員
会
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
対
策
調
査
特
別
委

員
会
、
災
害
・
オ
ウ
ム
対
策
調
査
特

別
委
員
会
及
び
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
調

査
特
別
委
員
会
が
中
間
報
告
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

報
告
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
総
合
交
通
対

策
に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て
き

た
。

足
立
区
総
合
交
通
計
画
及
び
足
立
区

地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

　

区
は
、
バ
ス
路
線
の
維
持
や
再
編

と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
は
る
か
ぜ
路

線
の
協
働
事
業
を
開
始
し
、
地
域
内

交
通
導
入
サ
ポ
ー
ト
制
度
で
は
、
花

畑
、
常
東
地
区
に
て
本
年
中
の
実
証

実
験
開
始
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
。
相
次
ぐ
は
る
か
ぜ
路
線

の
運
行
終
了
等
は
区
民
生
活
に
影
響

を
与
え
て
お
り
、
交
通
弱
者
へ
の
既

存
公
共
交
通
の
確
保
と
、
バ
ス
路
線

の
縮
小
を
踏
ま
え
た
地
域
交
通
課
題

に
対
応
す
る
持
続
可
能
な
移
動
手
段

確
保
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
昨
年
10
月
に
区
議
会
は
、

「
す
べ
て
の
足
立
区
民
が
交
通
弱
者

と
な
ら
な
い
よ
う
持
続
可
能
な
交
通

手
段
の
実
現
を
求
め
る
決
議
」
を
議

決
し
た
。
す
べ
て
の
区
民
の
交
通
手

段
を
保
障
す
る
た
め
の
施
策
に
、
一

刻
も
早
く
取
り
組

む
こ
と
を
区
に
強

く
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

足
立
区
交
通
安
全
計
画
に
つ
い
て

　

自
転
車
利
用
に
お
け
る
交
通
ル
ー
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足
立
区
議
会
自
由
民
主
党

　

相
談
役　
　

   

白
石　
　

正
輝

　

団　
　

長　
　

   

工
藤　

て
つ
や

　

幹
事
長　
　

   

伊
藤
の
ぶ
ゆ
き

　

副
幹
事
長　
　

   

く
じ
ら
い　

実

　

同　
　
　
　
　

   

岡
田　
　

将
和

足
立
区
議
会
公
明
党

　

団　
　

長　
　

   

長
井
ま
さ
の
り

　

副
団
長　
　

   

小
泉　

ひ
ろ
し

　

同　
　
　
　
　

   

佐
々
木
ま
さ
ひ
こ

　

幹
事
長　
　

   

た
が
た　

直
昭

　

副
幹
事
長　
　

   

石
毛
か
ず
あ
き

　

同　
　
　
　
　

   

さ
の　

智
恵
子

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団

　

団　
　

長　
　

   

ぬ
か
が　

和
子

　

幹
事
長　
　

   

は
た
の　

昭
彦

　

副
幹
事
長　
　

   

山
中　

ち
え
子

是
々
非
々
の
会（
維
新
・
参
政
・
無
所
属)

　

幹
事
長　
　

   

へ
ん
み　

圭
二

　

副
幹
事
長　
　

   

富
田
け
ん
た
ろ
う

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
・
無
所
属
の
会

　

幹
事
長　
　

   

中
島
こ
う
い
ち
ろ
う

　

副
幹
事
長　
　

   

佐
藤　
　

あ
い

　

同　
　
　
　
　

   

川
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全国市議会議長会より、足立区議会議員５名が表彰されました

表　彰

伊藤　のぶゆき　議員
土　屋　のりこ　議員

市　川　おさと　議員特別表彰（在職２０年以上）
山　中　ちえ子　議員一般表彰（在職１０年以上）

長　沢　興　祐　議員


